
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和4年度学校評価 計画

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実践 ●学力向上対策評価シートに示したマ
イプランの成果指標を達成した教師７
０％以上

・教職員間でマイプランを共有するととも
に、職員連絡会や校内研修等により取
組の促進を図る。 B

・校内研修や教科部会で、お互いのマイプランを
共有した。また、「学力向上対策シート」をファイル
にまとめ、職員がいつでも確認できるようにした。
また、今後の実践についての確認を行った。

B
・学力向上対策評価シートに示したマイプラン
の成果指標を達成した教師は68％だった。目
標には届かなかったが、マイプランに修正を
加えながら授業改善に努めた。

B
・個人の評価に他からの評価も加味し、学力
向上を進めてほしい。 ・学力向上コーディネーター

・研究主任

○生徒が主体的に学ぶような授業の改
善

○「授業づくりの1・2・3」を踏まえて、授
業を行い、また、意図的・計画的な板書
を行って、分かり易く力の付く授業を
行っていると回答した教師７０％以上

・「授業づくりのステップ1・2・3　Vol.1」を
踏まえ、「意図的・計画的な板書」や「学
習の流れ」を黒板に示すなど、わかりや
すい、力の付く授業を行う。

B
・どの教科も「めあて」「まとめ」「振り返り」等を黒
板に提示し、生徒が見通しをもてるような授業が
定着しつつある。今後は、生徒をより主体的に活
動させる取組を充実させる必要がある。

B
・９５％の教師が、分かり易く力の付く授業をしていると回
答している。校内研修の成果もあり、すべての教科で「め
あて」「まとめ」「振り返り」などの授業の構造化が図られ、
生徒が見通しをもち、主体的な学びにつながった。

B
・生徒がやる気を出し、主体的に学ぶ授業に
取り組んでほしい。 ・学力向上コーディネーター

・研究主任

●生徒が、自他の生命を尊重する心、
他者への思いやりや社会性、倫理観や
正義感、感動する心など、豊かな心を身
に付ける教育活動

○道徳に関するアンケートにおいて肯
定的な回答をした児童生徒７０％以上

・人権集会(講演会)や道徳に関するアン
ケートを行い、生徒が自分のことを振り
返る機会を設定する。 B

・人権週間では、放送による人権講話を行うとともに、
人権集会では生徒を中心とした活動ができた。
・道徳は、学年でローテーションを作り、ペアで授業を
行うことで、教材研究を深めることができている。

A
・「仲間を大切にする言動」ができた生徒が全
学年平均で約90％であった。
・職員間でより道徳科の指導案の共有や協議
を充実させ、深い教材研究に努めたい。

A
・LGBTＱの理解や差別解消の取組を引き続
き行ってほしい。 ・道徳教育推進教員

・人権・同和教育担当

●いじめの早期発見、早期対応体制の
充実

○いじめ防止等(いじめの定義、いじめ
の防止等のための取組、事案対処等)
について組織的な対応ができていると
回答した教師７０％以上

・生活状況調査を1ヶ月おきに行い、記
名方式と無記名方式で行い、安心して
学校生活を送ることができているという
環境を作る。

A
・生活状況調査を定期的に行うことができている。ま
た、アンケートで出た事案に関しては各学年で早急に
対応をしている。今後は、生徒の行動や発言等にも気
を配り、未然防止に力を入れていきたい。

A
・いじめ防止等(いじめの定義、いじめの防止等のため
の取組、事案対処等)について組織的な対応ができて
いると回答した教師は９５％だった。生活アンケートや
生徒との面談を通して、早期対応に努めた。

A
・引き続き、いじめ防止の取組を充実させて
ほしい。 ・生徒指導主事

・教育相談

◎生徒が夢や目標を持ち、その実現に
向けて意欲的に取り組もうとするための
教育活動

◎「将来の夢や目標を持っている」につ
いて肯定的な回答をした中学３年生７
０％以上

・キャリアパスポートを利用して中・長期
の展望を持たせる。
・進路に関する掲示物・講演会などの活
用で進路に関する関心を高める。

B

・各学年、学活の時間にキャリアパスポートを活用して
計画や目標を立てることができた。
・高校の進学説明会を実施し、高校の情報を掲示する
ことができた。今後も個に応じた進路情報の提供や
相談体制を充実させていきたい。

A

・進路学習やキャリアパスポートなどの取り組みに
より、「将来の夢や目標を持っている」について肯
定的な回答をした３年生は74.9%であった。
・１年生の回答が65.7%にとどまっており、今後の取
り組みで将来に対する意識の向上を図りたい。

A

・将来の夢や目標について発表する機会がも
てないか。 ・進路指導主事

・各学年進路担当

❶「運動習慣の改善や定着化」 ❶授業以外で運動やスポーツを行う時
間が１週間で４２０分以上の生徒８０％
以上

・より運動の特性に触れることができる
授業を実践し、運動に関する肯定感を
高める。
・より多くの単元で授業外で実践できる
課題を紹介する。 B

・陸上競技、水泳、ソフトボール、器械運動におい
て、基本的な技能を丁寧に理解させることで、主
体的な学習サイクルが定着してきている。同時に
運動が得意ではない生徒の運動への肯定感が高
まってきているため、そのような生徒に焦点を当て
た授業を継続していきたい。
・ソフトボール、空手、体つくり運動において、授業
外で実践できる課題を紹介し、実践する生徒が増
えてきている。ダンスにおいて技能を具体的に理
解させ、授業外で実践する意欲を高めていきた
い。

B

・１週間でだいたい４２０分以上運動している
と答えた生徒が１，２年生については、８０％
弱であった。３年生については、８月以降は
部活動に参加していないこともあり、５０％程
度であった。実技分野の授業における充実は
確かなものであるため、長いスパンでの目標
達成をめざし、現在の取組を継続していきた
い。

B

・部活動が過熱化しないように、各部で活動
方針をしっかり立てて取り組んでほしい。
・生涯スポーツの視点を重視し、活動すること
も重要である。

・体育主任

❹「安全に関する資質・能力の育成」 ○生徒の交通事故を１０件以下にする。 ・交通安全教室の実施
・毎月の安全の日の登校指導の実施
・全職員での下校指導の実施
・集会・放送等による交通安全の啓発

C
・12月までの交通事故は、自損事故を含めて20件を超
えてしまった。地域からの注意等は少なかったものの、
交通マナーや事故防止の啓発等を定期的に行い、交
通安全に対する意識の向上を一層図る必要がある。

B
・自転車事故の件数は，目標上限の３倍の件数30件
近くになってしまったが、定期的な安全の啓発ととも
に、交通安全教室を秋にも実施し、スタントマンによる
実演を行い、生徒の交通安全への意識を高めることが
できた。

B
・講話や交通安全教室等での啓発も重要で
あるが、生徒自身がグループ活動などによ
り、安全について考える場を設けることができ
ないか。

・安全指導

●業務効率化の推進と時間外勤務時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在
校等時間の上限を遵守する。

・定時退勤の実施の徹底を図る。
・管理職による職員の勤務実態の把握。
・会議・行事等の縮減を図る。
・業務の組織的運営と平準化を図る。

B
・出勤時間や退勤時間の記入を呼びかけ、確実に
把握をした。
・コロナ禍でできなかった行事を復活させたため、
準備などに時間がかかり、職員の負担が増えた。

B
・88%の職員が、校務の効率化を図ることを意識してい
ると答えた。また、1年間の時間外在校等時間は、平均
38時間であった。一方で80時間超の職員もおり、業務
の偏りをなくすことが課題である。

B
・継続的に取り組んでほしい。

・管理職

○教員の資質・能力の育成 ○先輩教師から学ぶ意識や若手教師を
育てる意識をもって教育実践をしている
教師を８０％以上

・教科部会を中心とした授業研究会の実施。
・管理職面談を通して積極的に若手教員育成を
図る。
･実態に応じた研修やOJTを実施する。

B
・授業研究会を各教科で行うことにより、教科
内での教材研究が充実した。
・教科部会の時間の確保が課題である。 B

８４％の職員が先輩教師から学ぶ意識や若手教
師を育てる意識をもって教育実践をしていると答
えた。教科ごとに授業研究会を行うことで、授業力
の向上が見られた。

B
・マネジメントの意識をもち取り組んでほしい。

・管理職

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

★小中一貫教育の充実

★教科「日本語」の実践充実 ★保護者・地域等に対する教科「日本
語」の授業公開学級率８０％以上
★保護者等に対する教科「日本語」に係
る情報を年間３回以上公開した学級率
８０％以上

・授業実践を行いやすいように、各学年
の日本語担当で指導案を提案する。
・日本語の情報を、学級通信、学年通
信、ホームページ等で公開する。

B

・コロナ感染防止の観点から、今年度は3年生の
み教科「日本語」の参観授業を実施することがで
き、多くの保護者に授業公開をすることができた。
・教科「日本語」の取組について、学年通信やホー
ムページで発信できた。

A

・各学年の日本語担当で実施計画や指導案
を提案することにより、スムーズに実践され
た。またその情報を、学級通信、学年通信、
ホームページ等で公開することができた。

A

・特に問題はない。引き続き充実させてほし
い。 ・教科「日本語」教育コーディ

ネーター

○家庭学習の習慣化

○課題の与え方の工夫と自主学習ノー
トの充実

○家庭学習を２時間以上行ったと答え
る生徒の割合が６０％以上

・各教科で家庭学習の課題の提示の仕方や評
価を工夫し、学習習慣の定着化を図る。
・生徒の家庭学習の実態を把握し、二者面談や
保護者会を通して、家庭との連携を図る。

B

・全国調査では，毎日，２時間以上学習している生徒(３年生)
の割合は約37％だった。各教科により、毎週学習課題の提示
をし、より一層の学習習慣の定着を図る必要がある。
・保護者面談では、生徒の学習状況や今後の学習の方向性
について具体的に話し合うことができた。

B
・家庭学習を２時間以上行ったと答える生徒の割
合は40％弱であった。各教科により、毎週学習課
題の提示をし、定着を図った。習慣化が難しい生
徒もおり、家庭とのと連携が課題である。

B
・今後も、家庭と連携して取り組んでほしい。

・学力向上コーディネーター
・学年主任

○開かれた学校づくり

○学校と地域の連携・協働の推進 ○コミュニティースクール導入の意義に
ついて理解している教師８０パーセント
以上

・学校運営協議会を通して地域との連携を
深める。

B
・学校運営協議会を2学期までに3回開催し、学校
行事や教科「日本語」等の参観を実施した。
・ボランティア活動や地域行事への生徒の積極的
な参加を促進していきたい。

B
・学校運営評議会を５回開催し、本校の取組について報告
し、会での提言を教育課程に反映させることができた。一方、
コミュニティースクールの意義を理解している教師は71％にと
どまり、全職員への具体的な説明が必要である。

B
・学校の活動が見え、今後も取組を充実させ
てほしい。 ・管理職

●･･･県共通　★・・・鳥栖市共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・主体的・対話的で深い学び」の実現のためには、児童生徒が自ら「学び」に向かい、他者と協働して深く学ぶことが必要である。自ら学びに向かうことを促進するためには、みんな一緒ではなく、一人一人にあった課題に取り組むことも必要である。個別最適な学びを実現するためには、タブレットなどのICTの導入が不可欠
となる。問題演習を繰り返しできるものや、児童生徒の課題の進捗状況を教員が確認できるものなど教科の枠を超え、ＩＣＴの効果的な活用の研究を進めていく必要性がある。
・本校は、５００人を超える自転車通学生がおり、自転車運転のマナーの向上が継続した課題である。幸い大きな事故はなかったものの、自動車、自転車同士の接触事故や転倒などの自損事故が今年度だけで３０件以上発生した。交通安全教室を２度実施することにより交通安全意識の向上に努めたが、さらに全職員に
よる継続した指導を行うとともに、ＰＴＡや地域と連携して一層の安全教育の推進を図っていきたい。
・不登校や不登校傾向の生徒など学校不適応の生徒が増えてきており、スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー、関係機関とのより一層の連携を図ることが次年度の課題である。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善では、コロナ感染症の感染防止策を取りながら、できる範囲で、自分と他者との意見や考えを比較する場面を設定することができた。一方で、学校行事の中止や縮小を余儀なくされ、学習活動でも実習や体験活動が削減されてしまったため、生徒の学ぶ意欲の低下につながり、学力の定着にも影響したと考える。また、教師の授業力について

も、制限のある学習活動の中で、目標を達成できるような指導方法の改善が課題となった。小中一貫教育については、施設隣接型ということ、また、コロナ禍という条件の中で、ＩＣＴを活用しながら、新たな連携の仕方を見出すことができた。今後は、生徒が主体的に学ぶために、授業の方法や技術の改善のみでなく、生徒に求められる資質・能力を育むための、授業改善を図っていきたい。

　 本校は、交通量が多い場所に位置しているため、交通指導にも引き続き取り組んでいく。特別支援学級が12クラスとなり、通級指導教室も複数となるため、特別支援教育の充実に向けた取組も行っていく必要がある。

　今年度は、鳥栖市教育委員会より委嘱されている小中一貫教育の研究発表があり、研究の成果が生徒の姿に表れるような研究実践につなげていきたい。また、学習指導要領の趣旨に則った授業実践を行い指導力を身につけるため、研修を重ね生徒の学力向上と地域に信頼される学校を目指していきたい。

２　学校教育目標 夢に向かって目標をもち、チャレンジする生徒の育成

３　本年度の重点目標
①　主体的・対話的で深い学びの実現へ向けた授業改善を図るとともに、「個別最適な学び」「共同的な学び」の実現をめざす。

②　学校運営協議会制度導入により、地域とともにある開かれた学校づくりをめざす。

学校名 鳥栖市立田代中学校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価


